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2009.10.23 若 狭 町

薪能薪能 若狭路博フォローアップ事業若狭路博フォローアップ事業

 若狭町には向笠、小川、
常神に古くから（室町～江
戸時代）伝わる貴重な能面
が5面あります。
　それに因み、縄文祭りに
薪能が行われました。
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(2)(3) 常 任 委 員 会補　正　予　算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
厚
生

常
任
委
員
会

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答

問　

農
林
水
産
業
費
の
内
、
農
林
振
興
計
画
事
業
３
千
200
万

円
の
用
途
は
。

答　

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
み
か
た
を
再
構
築
す
る
た
め
の
費
用
で

平
成
20
年
ま
で
に
４
千
900
万
円
近
く
補
助
し
て
き
た
。

問　

松
く
い
虫
の
対
策
に
毎
年
多
額
の
資
金
が
投
入
さ
れ
て

い
る
が
、
人
里
近
く
の
山
を
見
る
と
あ
ま
り
効
果
が
な

い
よ
う
に
思
え
る
が
。

答　

ヘ
リ
で
薬
剤
を
散
布
し
て
い
る
た
め
、
人
里
近
く
は
避

け
て
い
る
。散
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
効
果
が
出
て
い
る
。

問　

竜
宮
跡
地
整
備
事
業
で
１
千
200
万
円
の
補
正
だ
が
、
そ

の
理
由
及
び
全
投
資
金
額
は
。

答　

民
宿
の
新
た
な
食
材
と
し
て
ク
エ
の
養
殖
を
試
し
て
み

た
が
断
念
す
る
。
今
年
度
ま
で
に
５
千
万
円
強
の
投
資

を
し
た
。

問　

三
方
五
湖
の
ヒ
シ
の
除
去
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
で
の
ヒ
シ
の
活
用
は
。

答　

今
年
は
30
ト
ン
の
ヒ
シ
の
刈
り
取
り
を
行
っ
た
が
、
全

体
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
ら
な
い
。
舟
の
航
路
確
保

を
し
た
程
度
。
ヒ
シ
に
は
窒
素
、
リ
ン
の
養
分
を
含
ん

で
い
る
の
で
、
活
用
は
考
え
ら
れ
る
が
、
採
算
面
で
問

題
が
あ
り
、
現
在
で
は
無
理
。

問　

梅
街
道
、
十
村
駅
付
近
の
道
路
修
繕
は
中
日
本
高
速
道

路
よ
り
半
額
負
担
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
原
因
は
高
速
道

路
建
設
の
た
め
の
土
砂
運
搬
で
あ
り
、
全
額
負
担
し
て

も
ら
う
べ
き
で
は
。

答　

公
道
で
あ
り
、
全
額
負
担
は
無
理
。
半
額
も
大
変
な
交

渉
で
あ
っ
た
。

問　

集
落
内
の
狭
あ
い
道
路
の
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

今
回
よ
り
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
等
促
進
事
業
を
導
入

し
、
町
道
東
部
161
号
線
か
ら
着
手
し
て
い
く
。

問　

わ
か
さ
東
商
工
会
の
建
設
改
修
補
助
金
（　

 

）
は
、

何
か
基
準
が
あ
る
の
か
。

答　

特
に
基
準
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
商
工
会
が
合
併
し
た

時
点
で
美
浜
町
は
町
費
で
全
面
改
修
済
、
ま
た
上
中
は

町
施
設
で
指
定
管
理
で
使
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

競
争
力
の
あ
る
福
井
米
づ
く
り
事
業
と
は
。

答　

県
下
統
一
で
来
年
度
出
荷
分
か
ら
選
別
網
を
1.85
ミ
リ
か

ら
1.9
ミ
リ
の
大
き
さ
と
す
る
も
の
に
対
し
て
補
助
を
行

う
も
の
。

問　

高
岸
区
の
水
道
管
は
劣
化
し
て
お
り
、
敷
設
し
直
し
た

が
、町
内
で
古
い
管
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
か
。

答　

一
部
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
図
面
上
で
は
す

べ
て
取
り
替
え
た
。

会　　　計　　　区　　　分 補 正 額 合 計 額

国民健康保険特別会計 2,935万円 17億3,839万円

老人保健特別会計 300万円 955万円

後期高齢者医療特別会計 18万円 １億7,273万円

介護保険特別会計 1,994万円 14億5,011万円

簡易水道事業特別会計 　△ 793万円 １億7,474万円

農業集落排水処理事業特別会計 960万円 ４億7,294万円

公共下水道事業特別会計 5,521万円 ６億6,817万円

町営住宅等特別会計 30万円 １億4,983万円

国保上中病院事業会計資本的収入及び支出 221万円 3,295万円

主　な　事　業

主　な　収　入

○携帯電話基地局等整備事業事業　　5,066万円
○子育て応援特別手当事業　　　　　1,617万円
○女性特有のがん検診推進事　　　　　282万円
○ふるさと雇用再生事業　　　　　　1,455万円
○緊急雇用創出事業　　　　　　　　　438万円
○かみなか農楽舎整備事業　　　　　　230万円
○エコファーム経営基盤強化支援　　3,200万円
○農地費全般事業（田上梅街道）　　 822万円
○有害鳥獣対策事業　　　　　　　　1,247万円
○わかさ東商工会館修繕補助金　　　　 180万円
○竜宮跡地整備事業（常神）　　　　1,200万円

○除雪対策事業　　　　　　　　　　5,845万円
○道路維持修繕事業（梅街道）　　　　600万円
○狭あい道路整備等促進事業
　　　　町道東部161号線（鳥浜）  1,614万円
○道路新設改良全般事業　
　　　　町道19号線（天徳寺）　　　　400万円
○県単河川改修工事負担金　　　　　　315万円
○河川維持工事（荒川）　　　　　　　100万円
○急傾斜地崩落対策事業負担金　　　 103万円
○中学生全国大会・北信越出場補助金　１３３万円

○
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

　

岬
保
育
所
が
公
設
民
営
化
さ

　

れ
ま
す

　

町
営
保
育
所
へ
の
国
か
ら
の
運

営
補
助
が
な
く
な
り
、
入
所
児
が

減
少
し
続
け
て
い
る
岬
保
育
所

の
、
町
営
に
よ
る
運
営
が
困
難
に

な
り
ま
し
た
。
運
営
を
民
営
化

し
、
地
元
の
方
に
働
い
て
頂
く
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
存
続
を
図
り
ま

す
。

主
な
質
疑
事
項

問　

運
営
費
が
な
ぜ
節
減
と
な
る

の
か
。

答　

人
件
費
の
減
。
給
与
体
系
は

従
来
通
り
だ
が
、
期
末
手
当

が
下
が
る
。

問　

長
時
間
保
育
に
応
え
る
に
は

残
業
代
が
か
か
る
の
で
は
。

答　

か
か
る
が
、
地
元
の
人
な
の

で
通
勤
時
間
が
短
く
、
対
応

し
や
す
い
。

問　

保
護
者
の
理
解
は
得
て
い
る

の
か
。

答　

ご
理
解
い
た
だ
い
た
。

○
下
水
道
事
業
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

事
業
債
の
償
還
に
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
た
基
金
の
目
的

を
変
更
し
、
施
設
の
整
備
等
広
く
事
業
の
運
営
に
も
処
分
で

き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
「
政
府
が
自
ら
決
め
た
備
蓄
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、

二
十
万
ト
ン
規
模
の
政
府
米
買
い
入
れ
を
求
め
る
請
願
書
」

に
つ
い
て
は
継
続
審
査
に
し
ま
し
た
。

○
「
地
方
財
政
の
充
実
、
強
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て
」
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
結
果
有
志
の
委
員
で

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
、
25
日
の
本
会
議
で
意
見
書
を
採
択

し
ま
し
た
。

９月定例会は９月７日より25日まで19日間の会期で開かれました。

　●平成20年度決算2件を認定し、平成21年度一般会計補正予算な

　ど、14議案を各常任委員会で審議のうえ、いずれも原案可決し

　ました。

　●議員発議による意見書を上程し、原案可決しました。
会　計　名 補　　正　　額 合　　計　　額

一般会計補正予算 ４億2,079万円 118億2,804万円

○地 方 交 付 税　　　 １億3,200万円
○国 庫 支 出 金　　　　 　 6,021万円
○県　支　出　金　　　 　　 5,925万円
○繰 　 越 　 金　　　　2億2,307万円
○町　　　　　債　　　 1億5,150万円

○法 人 町 民 税　　△ 1億4,300万円
○基 金 繰 入 金　　　 △  6,709万円

特　別　会　計 補正のあったもののみ表示しました
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(4)(5)

平成20年度決算を認定
一般会計歳出総額 97億9,856万円

実質公債費比率　16.3%
公債費による財政負担の程度を示す数値
18％以上になると借り入れに県の許可が必要

平成20年度決算 平成20年度決算

2億4,494万円 2.5％

観光関連事業 4,443万円
ツーデーマーチ・名水祭・縄文祭 2,450万円
商工会育成事業 1,300万円
シルバー人材センター 921万円

ツーデーマーチの参加者数と宿泊数は
　平成20年度参加者5,975人、観光協会を通した
　宿泊数596人

15億7,419万円 16.1％

IＣカード標準システム促進事業 5,080万円
琵琶湖若狭湾快速鉄道積立金 5,010万円
集落センター整備修繕事業（玉置、関）  2,022万円
環境基本計画策定事業 520万円

財政力指数は　 町0.57 　県平均は0.64
琵琶湖若狭湾快速鉄道の積立金総額は
　 51億円   　　　　　　　

10億8,706万円 11.1％

農道・排水路等整備事業 1億5,227万円
生産組合・認定農業者等育成事業 9,814万円
有害鳥獣対策事業 9,167万円
塩坂越・小川漁港整備事業 6,749万円
堆肥化施設負担金 6,593万円
森林保全事業 5,447万円
農地・水・環境向上保全対策事業 1,724万円

鳥獣害防止柵の補助は　地元2割負担

10億3,088万円 10.5％

町道整備事業（10ヶ所）  3億4,850万円
町道維持補修事業（36ヶ所）  2,980万円
急傾斜地対策事業（4ヶ所）  1,589万円

町道148号線の進捗状況は
　4件の物件補償が成立、平成23年度までの事業
水道の統合と料金体系の統一は
　検討委員会で検討中

9,567万円 1.0％

議　員　報　酬 5,166万円

11億8,499万円 12.1％

14億9,189万円　15.2％
斎場施設整備・運営事業 5億2,494万円
ゴミ処理関連事業 4億2,919万円
小浜病院組合負担金 2億691万円
母子健診事業等 2,767万円
成人保健事業等 2,175万円
老人保健事業等 1,705万円

斎場建設費のその他費用は
　　　　　　　 外構工事、備品購入、水道負担金等
若狭霊場（小浜）の負担金は
　 平成22年度から不要　　　　　 　 

18億3,612万円 18.7％
保育事業 4億6,676万円
後期高齢者医療事業 1億4,932万円
児童手当支給事業 1億1,689万円
介護給付事業 1億1,260万円
パレア若狭施設管理運営事業 9,779万円
心身障害者（児）医療無料化事業 8,246万円
子育て支援関係事業 7,515万円
訓練等給付事業 6,496万円
愛ハート整備事業 4,107万円
社会福祉協議会事業 2,758万円
泉修繕工事 2,116万円

児童手当の財源は　　　 国費で対応を要望
保育所の統合は　　　　 地元の声を聞き検討
出産祝い金の効果は　　 第３子の出産が増加
愛ハートの利用状況は　Ｃネットの指定管理でサロ
　　　　　　　　　　    ンリーダーの研修等で利用

総　務　費

商工・労働費

農 林 水 産 費

8億4,674万円 8.7％

給食センター事業 1億 2,320万円
スクールバス等通学事業 3,150万円
三方中学校改修事業 2,656万円
縄文博物館管理運営事業 5,620万円
熊川保存整備事業 3,876万円
公民館活動事業 3,745万円
佐久間記念館建設事業 2,298万円
図書館運営事業 1,773万円

少子化による学校再編計画は
　　　　　　　　　　　慎重に検討中
熊川保存事業の進捗は
　　　　　　　　　　  30％の整備済
　　　　　　　　    　（220棟のうち70棟）

教　育　費

土　木　費

3 億 8,525 万円 3.9％
2組合負担金 3億7,826万円
消防小屋整備（田上）  531万円

消防組合の合併は
　平成24年の目標で事務の課題抽出は終了それ以
　上は進んでいない

消　防　費

議　会　費

公　債　費

民　生　費

衛　生　費会 計 名 歳　　　出 会 計 名 歳　　　入

国民健康保険特別会計 16億1,480万円 農業集落排水特別会計 ４億8,717万円

老 人 保 健 特 別 会 計 ２億　870万円 漁業集落排水特別会計 3,150万円

後期高齢者医療特別会計 １億6,742万円 公共下水道事業特別会計 ６億2,250万円

直 営 診 療 所 時 別 会 計 8,557万円 観光宿泊施設特別会計 410万円

介護保険事業特別会計 13億4,452万円 町 営 住 宅 等 特 別 会 計 1億5,033万円

簡易水道事業特別会計 ３億　168万円 土地開発公社事業特別会計 3,357万円

農 労 災 共 済 特 別 会 計 243万円

特　別　会　計　決　算

町民一人当たり
58万9600円
町民一人当たり
58万9600円

歳入 自主財源　35.4%
依存財源　64.6%

黒字 は委員会での質問
青字 は委員会での答え



(6)(7)

光
発
電
会
社
が
意
欲
的
で
あ

り
、
10
月
の
返
事
を
期
待
し

た
い
。

　
　
　
　

麻
生
野
の
上
中
イ

ン
タ
ー
採
土
跡
地
４
ha
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
　
　

県
の
企
業
誘
致
リ

ス
ト
に
登
録
し
て
イ
ン
タ
ー

に
近
い
条
件
を
ア
ピ
ー
ル
中
。

　
　
　
　

小
原
の
保
育
所
計

画
地
で
あ
っ
た
用
地
の
活
用

計
画
は
。

　
　
　
　

現
在
、
活
用
方
策

は
な
い
が
内
部
で
十
分
検
討

し
て
有
効
利
用
を
図
る
。

　
　
　
　

天
徳
寺
の
住
宅
用

地
の
今
後
の
方
向
性
は
。

択
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

　

町
有
地
の

　

有
効
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

　
　
　
　

町
の
至
る
所
に
町

所
有
の
遊
休
地
が
点
在
す
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
利
用
目
的
の
な
い

遊
休
地
は
ど
う
活
用
す
る
の

か
。

　
　
　
　

財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
土
地
の
取
得
経
緯
を
考

慮
し
対
処
す
る
。
例
え
ば
、

道
路
建
設
の
際
の
代
替
地
な

ど
有
効
に
活
用
す
る
。

　

ま
た
、
利
用
し
な
い
土
地

は
、
個
人
や
集
落
な
ど
に
払

い
下
げ
、
売
却
す
る
方
向
で

取
り
組
む
。

　
　
　
　

町
長
の
目
指
し
て

お
ら
れ
る
「
対
話
に
よ
る
集

落
づ
く
り
・
町
づ
く
り
」
の

推
進
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な

施
策
を
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
多
種
多
様
な
集
落

づ
く
り
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
。

　

目
標
と
す
る
町
づ
く
り

は
。

　
　
　
　

各
集
落
に
お
い

て
、
課
題
を
解
決
し
、
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ふ
ま
え
た
計

画
を
策
定
し
て
ほ
し
い
。

　

広
域
的
な
計
画
に
つ
い
て

は
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く

り
検
討
委
員
会
に
よ
る
、
公

民
館
体
制
の
再
検
討
を
行

う
。

　

町
が
取
り
組
む
事
業
に

は
、
該
当
す
る
国
・
県
の
補

助
制
度
や
交
付
金
制
度
を
採

霜 

中

霜 

中

町 

長

町 

長

  

企
業
誘
致
政
策
に

          

つ
い
て

　
　
　
　

財
政
面
の
観
点
か

ら
も
企
業
誘
致
を
も
っ
と
積

極
的
に
展
開
す
べ
き
。
現
状

と
今
後
の
位
置
づ
け
を
含
む

活
動
を
具
体
的
に
伺
う
。
ま

ず
三
十
三
産
業
団
地
２
ha
残

地
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　

進
出
企
業
の
誘
致

に
至
っ
て
い
な
い
が
、
若
狭

町
企
業
振
興
条
例
の
優
遇
措

置
に
沿
っ
て
県
へ
も
ア
ピ
ー

ル
中
。

　
　
　
　

中
核
工
業
団
地
に
、

進
出
候
補
企
業
の
、
交
渉
経

過
と
進
出
見
込
み
は
。

　
　
　
　

新
た
な
優
遇
補
助

の
提
示
で
京
都
本
社
の
太
陽

８人がたずねました８人がたずねました

　
　
　
　

近
隣
の
分
譲
価
格

や
取
引
価
格
を
参
考
に
売
買

価
格
を
見
直
し
、
長
期
で
も

投
資
資
金
の
回
収
を
す
る
。

　
　
　
　

ア
ク
シ
ョ
ン
360
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
企
業
誘

致
政
策
を
推
進
展
開
す
る
部

隊
を
組
み
入
れ
る
考
え
は
。

　
　
　
　

今
ま
で
通
り
、
商

工
観
光
課
の
体
制
で
県
と
の

連
携
を
更
に
強
化
し
、
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
。

清 

水
清 

水

清 

水
清 

水
清 

水

小 

堀

小 

堀

清 

水

増 

井

増 

井
町 

長

町 

長
町 
長

町 

長

教 

育 

長

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

町 

長

  

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は

  

公
約
の
、観
光
立
町
実
現
の

　
　
　
　
　
　
　

 

具
体
的
施
策
は

  

集
落
自
治
活
動
の
推
進
は

　

町
内
交
通
シ
ス
テ
ム
網
に

　
　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を

  

積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
く

  

観
光
圏
を
形
成
し
、国
の

　

観
光
圏
整
備
事
業
を
導
入
し
た
い

  

集
落
毎
に

　
　

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
策
定
を

　

新
た
な
シ
ス
テ
ム
導
入
へ
の

　
　
　
　
　
　

財
政
負
担
は
困
難

町 

長
町 

長

町 

長
町 

長

清 水 利 一　議員増 井 九右衞門　議員

霜 中 茂 実　議員小 堀 信 昭　議員

　
　
　
　

嶺
南
地
区
の
、
平

成
20
度
の
観
光
入
込
状
況
は

延
べ
768
万
３
千
人
と
前
年
比

37
万
人
増
え
た
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
ち
り
と
て
ち
ん
」

と
、
オ
バ
マ
大
統
領
効
果
の

小
浜
市
、
観
光
施
設
整
備
が

さ
れ
た
お
お
い
町
、
体
験
型

観
光
の
美
浜
町
は
増
え
た

が
、
敦
賀
、
高
浜
、
若
狭
は

減
り
明
暗
が
分
か
れ
た
。
今

年
上
半
期
の
県
ま
と
め
の
速

報
値
は
、
前
年
同
期
15
万
人

減
少
と
の
事
。
全
国
自
治
体

が
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
る

中
、
単
体
で
の
誘
客
は
困

難
。
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
嶺
南

の
最
新
情
報
を
一
元
化
し
発

信
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で

は
。
具
体
策
を
伺
う
。

　
　
　
　

若
狭
町
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
に
の
っ
と
り
観
光
協

会
と
一
体
と
な
り
取
り
組

み
、
今
回
事
務
局
長
を
役
場

か
ら
派
遣
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
る
推
進
順
位
の
高
い

も
の
か
ら
取
り
組
む
。
ま
た

複
数
の
市
町
が
連
携
し
観
光

圏
を
形
成
し
滞
在
型
観
光
を

促
進
す
る
。

　

住
民
主
体
の

　
　

ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

若
狭
町
総
合
計
画

で
「
集
落
内
で
は
十
分
な
道

路
幅
員
を
確
保
す
る
」
と
あ

る
。
区
長
が
、
集
落
内
に
緊

急
自
動
車
が
各
家
ま
で
入
れ

る
よ
う
に
狭
い
道
路
の
整
備

を
願
っ
て
も
、
地
元
負
担
と

用
地
・
補
償
の
問
題
が
大
き

く
計
画
要
望
で
き
な
い
。
５

ｍ
以
下
の
改
良
工
事
の
地
元

負
担
を
軽
減
し
、
地
元
が
要

望
し
や
す
く
す
る
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
、
各
家
ま
で
救

急
車
が
入
れ
な
い
３
ｍ
未
満

の
道
路
は
町
内
に
ど
れ
く
ら

い
あ
る
か
あ
わ
せ
伺
う
。

　
　
　
　

集
落
内
の
主
要
道

路
は
幅
員
５
ｍ
道
路
へ
整
備

推
進
し
た
い
。
５
ｍ
未
満
の

道
路
の
地
元
負
担
基
準
は
、

昨
年
決
め
た
現
行
基
準
で
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
救
急
車

が
横
付
け
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し

て
お
り
、
本
年
か
ら
４
ｍ
未

満
の
道
路
が
対
象
の
狭
あ
い

道
路
整
備
事
業
で
対
応
し
た

い
。

　
　
　
　

町
内
に
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
含
め
地
域
の
足
が

確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
な
い
。

　

も
っ
と
利
用
者
が
希
望
す

る
時
間
帯
に
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

ー
で
対
応
で
き
、
高
齢
者
、

障
害
者
の
外
出
に
容
易
な
デ

マ
ン
ド
方
式
の
送
迎
方
法
に

か
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

町
内
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
集
落
で
何
ら
か
の
交

通
機
関
の
利
用
が
可
能
と
認

識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
既
存
の
交
通
機

関
だ
け
で
は
、
多
様
化
し
て

い
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
全
て
対

応
す
る
の
は
不
可
能
で
あ

る
。

　

デ
マ
ン
ド
方
式
は
、
高
齢

化
が
進
む
町
に
は
、
交
通
の

利
便
性
と
い
う
点
で
大
変
参

考
に
な
る
が
財
政
的
負
担
で

困
難
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

長
寿
大
国
日
本
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
三
人
に

一
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な

っ
て
お
り
、
が
ん
の
正
し
い

知
識
の
普
及
は
遅
れ
て
い

る
。

　

昨
年
10
月
厚
生
労
働
省
が

普
及
啓
発
懇
談
会
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　

先
進
国
中
、
日
本
人
の
が

ん
検
診
率
は
最
低
で
、
受
診

の
重
要
性
を
教
わ
っ
て
い
な

い
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
、
生
き
方

に
影
響
す
る
が
ん
教
育
を
取

り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　

文
科
省
で
は
、

保
健
体
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
、
健
康
な
生
活
と
病
気
の

予
防
と
し
て
、
中
学
で
16
時

間
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
計
画

に
基
づ
き
が
ん
の
授
業
も
行

っ
て
い
る
。

　

今
後
は
生
徒
、
教
師
、
保

護
者
も
一
緒
に
が
ん
予
防
の

学
習
に
努
め
た
い
。　
　
　

　

テクノバレー（中核工業団地）



(8)(9)

　
　
　
　
「
五
湖
の
郷
」
の

障
害
者
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
は
15

床
が
空
き
室
状
態
と
聞
く
。

待
機
者
の
多
い
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
転
用
が
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

本
年
10
月
か
ら
支

援
法
の
改
正
で
、
身
体
障
害

者
の
方
も
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
へ

入
所
で
き
る
資
格
が
得
ら
れ

る
事
に
な
っ
た
。
特
養
施
設

待
機
者
の
中
で
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

に
入
所
の
勧
誘
を
す
る
。

  
観
光
事
業
者
を
含
む

  
商
工
業
者
に
対
す
る

  
支
援
を
求
め
る

　
　
　
　

従
業
員
の
出
勤
調

整
が
行
わ
れ
て
い
る
製
造

業
、
民
宿
の
三
割
が
売
上
半

減
に
落
ち
込
ん
で
い
る
観
光

サ
ー
ビ
ス
業
に
、
早
急
な
行

政
支
援
を
。

　

具
体
的
に
は
製
造
業
に

は
、
異
業
種
交
流
の
推
進
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
に
あ
っ
て

は
、
若
者
に
目
に
見
え
る
支

援
で
や
る
気
を
喚
起
さ
せ

る
。

　

例
え
ば
電
源
地
域
活
性
化

基
金
の
活
用
で
、
後
継
者
育

成
支
援
を
。

　
　
　
　

現
在
、
若
狭
テ
ク

ノ
バ
レ
ー
企
業
連
絡
協
議
会

が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

協
議
会
を
も
と
に
検
討
し
た

い
。

　

観
光
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

後
継
者
育
成
支
援
施
策
は
大

切
で
、
電
源
地
域
活
性
化
基

金
の
活
用
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
十
分
相
談
し
て
施
策
を

練
る
。

　
　
　
　

建
設
業
界
、
卸
小

売
業
界
に
つ
い
て
も
、
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
事
業
所
を

育
て
る
の
が
行
政
の
大
き
な

役
割
。
町
内
事
業
者
優
先
入

札
を
。

　
　
　
　

建
設
業
界
、
卸
小

売
業
界
に
あ
っ
て
も
、
で
き

る
限
り
地
元
優
先
で
進
め

る
。

　

町
内
で
対
応
で
き
る
も
の

は
町
内
業
者
優
先
と
し
た
い
。

あ
る
。
即
刻
改
め
よ
。

　
　
　
　

佐
久
間
勉
艇
長
遺

徳
顕
彰
会
、
松
木
長
操
奉
賛

会
、
若
狭
膳
臣
奉
賛
会
を
統

合
し
た
。

　

検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
る

と
感
じ
る
。
時
代
の
要
請
に

対
応
し
た
組
織
に
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　

全
く
違
う
三
者
を

顕
彰
す
る
三
つ
の
有
志
の
組

織
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
町
が

一
本
化
し
て
全
体
を
顕
彰
す

る
組
織
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
の
か
。
行
政
の
介
入
で
あ

る
。
今
後
と
も
質
問
す
る
。

て
顕
彰
す
る
こ
と
は
憲
法
21

条
に
よ
る
権
利
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
町
は
こ
の
権
利
を

保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
催
し
を
し
た
い
と

い
う
場
合
、
町
の
施
設
を
会

場
と
し
て
貸
し
て
あ
げ
る
と

か
、
ま
た
、
そ
の
人
（
有

志
）
が
顕
彰
の
た
め
の
建
物

を
建
て
た
場
合
に
は
、
上
下

水
道
を
使
え
る
よ
う
に
し
て

あ
げ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
　

勉
強
し
て
次
の
機

会
に
答
え
る
。

　
　
　
　

「
若
狭
町
偉
人
顕

彰
会
」
の
実
体
は
町
が
つ
く

っ
た
町
直
営
の
組
織
で
あ
る
。

会
則
は
そ
れ
を
カ
ム
フ
ラ
ー

ジ
ュ
す
る
役
目
を
し
て
い
る
。

若
狭
町
偉
人
顕
彰
会
の
こ
の

よ
う
な
運
用
は
憲
法
違
反
で

  

地
域
活
性
化

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
必
要

小 

林

小 

林

藤 

本

藤 

本
藤 

本

北 

原

藤 

田

藤 

田

北 

原

北 

原
北 

原
町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

  

新
設
道
路
二
路
線
は
必
要
か

相
続
放
棄
さ
れ
た
危
険
家
屋
の
対
策
を

  

町
の
医
療
体
制
は

  

関
係
者
と
の
協
議
を
す
す
め
る

  

町
内
の
自
治
体
医
療
機
関
は
、

 　
　

身
近
な
医
療
機
関
と
位
置
づ
け
る

  

特
養
施
設
の
入
所
待
機
者
に

　
　
「
五
湖
の
郷
」の
空
き
室
利
用
を

 

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る  

　
　
　

待
機
者
に
入
所
を
勧
め
る

小 林 和 弘　議員北 原 武 道　議員

藤 田 美 穂　議員 藤 本 　 勲　議員

8 人がたずねました8人がたずねました

　
　
　
　

政
権
が
変
わ
り
不

要
不
急
な
事
業
の
精
査
の
た

め
、
可
決
済
み
の
補
正
予
算

も
見
直
し
の
作
業
に
入
っ

た
。
こ
の
考
え
方
は
若
狭
町

に
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
観

点
か
ら
２
本
の
新
設
道
路
計

画
に
つ
い
て
そ
の
必
要
性
及

び
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

東
部
148
号
線
に
つ
い
て

は
、
約
40
ｍ
離
れ
た
と
こ
ろ

に
大
型
車
も
通
れ
る
道
路
が

あ
る
の
に
、
立
退
き
を
必
要

と
す
る
新
規
道
路
は
必
要

か
。

　
　
　
　

東
部
148
号
線
は
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
導

入
し
、
周
辺
部
の
住
宅
地
や

近
隣
集
落
か
ら
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
、
商
業
地
域
の
活

性
化
を
図
る
も
の
で
、
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

　

現
在
、
用
地
買
収
と
建
物

を
含
む
物
件
補
償
及
び
建
物

の
移
転
交
渉
を
続
け
て
お

り
、
平
成
23
年
に
は
工
事
完

成
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
。

　
　
　
　

東
部
74
号
線
は
火

葬
場
建
設
の
条
件
の
一
つ
が

こ
の
道
路
で
あ
る
の
で
、
北

前
川
集
落
へ
の
補
償
は
必
要

だ
が
、
集
落
内
の
道
路
を
可

能
な
限
り
拡
幅
し
、
家
の
軒

先
ま
で
救
急
車
が
着
け
る
事

業
に
変
更
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

東
部
74
号
線
に
つ

い
て
は
、
山
際
を
周
回
し
て

北
前
川
か
ら
南
前
川
へ
の
周

回
道
路
で
あ
り
、
佐
久
間
キ

ャ
ン
プ
場
、
佐
久
間
記
念
交

流
会
館
を
経
由
す
る
も
の

で
、
緊
急
時
に
は
防
災
上
有

効
な
道
路
で
も
あ
り
必
要
。

　

総
延
長
880
ｍ
の
内
、
160
ｍ

を
除
き
用
地
買
収
、
物
件
補

償
は
完
了
し
、
160
ｍ
も
今
年

度
完
了
す
る
予
定
。　
　
　

　

　
　
　
　

同
一
親
族
に
よ
っ

て
相
続
放
棄
さ
れ
た
二
つ
の

空
家
が
あ
る
。
一
つ
は
通
学

路
に
面
し
て
い
る
危
険
家
屋
、

も
う
一
つ
は
集
落
の
道
路
拡

幅
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

町
は
、
解
決
の
た
め
、
相

続
財
産
管
理
人
を
つ
け
る
努

力
を
。

　
　
　
　

関
係
者
と
の
協
議

を
す
す
め
る
。

 

偉
人
顕
彰
会
の
現
在
の

 

運
用
は
憲
法
違
反

　
　
　
　

①
「
あ
る
人
物
を

尊
敬
す
る
か
、
し
な
い
か
」

は
人
の
内
心
の
問
題
で
あ
る
。

町
が
特
定
の
人
物
を
偉
人
と

し
て
町
民
に
押
し
つ
け
る
こ

と
は
憲
法
11
条
、
19
条
に
違

反
す
る
。

　

②
あ
る
町
民
や
町
民
有
志

が
特
定
の
人
物
を
偉
人
と
し

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

　
　
　
　

自
治
体
病
院
の
町

独
自
の
負
担
額
は
合
わ
せ
て

年
間
６
千
816
万
円
、
単
純
に

住
民
一
人
当
た
り
、
年
間

４
千
100
円
と
な
る
。

　

今
後
、
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
の

国
の
補
助
の
打
ち
切
り
に
よ

り
負
担
額
は
増
大
す
る
。
よ

り
少
な
い
額
で
、
住
民
の
安

心
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
力

を
入
れ
る
べ
き
と
思
う
。

　

自
治
体
と
し
て
、
各
病
院

を
ど
う
位
置
づ
け
、
ど
う
い

う
役
割
を
担
わ
せ
連
携
を

取
っ
て
行
く
の
か
。
若
狭
町

と
し
て
明
確
に
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
。

　

病
院
の
利
用
状
況
も
含
め

た
現
状
を
、
よ
り
多
く
の
住

民
に
知
ら
せ
理
解
し
て
も
ら

い
、
住
民
に
支
え
て
も
ら
え

る
病
院
づ
く
り
。
町
内
の
病

院
が
支
え
合
え
る
体
系
作
り

を
求
め
た
い
。
町
長
の
考
え

を
聞
く
。

　
　
　
　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
、

上
中
病
院
、
三
方
診
療
所
は

住
民
の
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
身
近
な
医
療
機
関
と
位
置

づ
け
る
。
小
浜
病
院
は
救

急
・
高
度
専
門
医
療
を
担
う

中
核
病
院
と
位
置
付
け
た
い
。

ま
た
広
報
と
し
て
、
上
中
病

院
便
り
を
充
実
さ
せ
て
行
き

た
い
。

「
ア
ク
シ
ョ
ン

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

３
６
０
と
は
」

　
　
　
　

具
体
的
な
動
き
は
。

　
　
　
　

役
場
の
各
部
署
を

横
断
し
た
若
手
職
員
に
よ
っ

て
構
成
し
、
住
民
の
視
点
に

立
っ
て
町
づ
く
り
の
方
向
性

を
見
出
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

私
を
含
め
た
全
職
員
に
町
づ

く
り
に
対
す
る
考
え
方
を
調

査
し
、
住
民
調
査
も
行
う
。

結
果
を
も
と
に
議
論
を
重
ね
、

町
づ
く
り
の
基
本
理
念
、
役

場
の
経
営
理
念
を
策
定
し
て

い
き
た
い
。
今
、
職
員
は
一

生
懸
命
知
恵
を
出
し
合
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
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７
月
30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

８
月
４
日　

小
浜
市
・
若
狭
町
議
会
総
合
振
興
協

議
会

　
　

20
日　

県
知
事
要
望
活
動

　
　

25
日　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
議
会

　
　

26
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

27
日　

嶺
南
市
町
議
会
議
長
会
総
会

　
　

27
日
〜
28
日　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
議
会
研

修

９
月
１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

若
狭
消
防
組
合
初
期
消
火
技
術
大
会

　
　

３
日　

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

　
　

４
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

７
日　

議
会
本
会
議
（
開
会
）

　
　
　
　
　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　

11
日　

議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

14
日　

献
穀
田
抜
穂
式

　
　

15
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

16
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

17
日　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

18
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

20
日
〜
21
日　

美
水
道
楽
博
若
狭
路
も
て
な

し
食
フ
ェ
ア
in
若
狭

　
　

24
日　

常
任
委
員
長
会

　
　

25
日　

本
会
議
（
閉
会
）

 

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　

29
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

　
　

30
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

10
月
４
日　

三
方
五
湖
一
斉
清
掃
活
動

　
　
　
　
　

町
自
衛
消
防
隊
三
方
地
域
操
法
指

導
会

　
　

８
日　

若
狭
消
防
組
合
議
会
定
例
会

　
　

15
日　

町
戦
没
者
追
悼
式
及
追
悼
法
要

　
　

17
日　

松
木
神
社
例
祭

　
　

17
日
〜
18
日　

若
狭
・
三
方
五
湖
ツ
ー
デ

ー
マ
ー
チ

　
　

18
日　

熊
川
い
っ
ぷ
く
時
代
村

　
　

19
日　

美
浜
町
・
若
狭
町
振
興
協
議
会

　
　

23
日　

国
道
303
追
分
隧
道
開
削
促
進
期
成

同
盟
会
、
京
都
大
原
今
津
小
浜
間

国
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
要
望

活
動

議
会
の
動
き

　

 

大
野
市
に
住
む
90
歳
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、
千
足
の
ミ
ニ
わ
ら

じ
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
拉

致
さ
れ
た
子
供
が
か
わ
い
そ
う

で
、
そ
の
親
が
か
わ
い
そ
う
で
、

今
の
わ
た
し
に
何
か
で
き
な
い
か

し
ら
、
と
思
い
た
ち
一
足
一
足
心

を
こ
め
て
編
み
ま
し
た
」
一
足
45

千
足
の

わ
ら
じ

議
会
だ
よ
り
　
第
1
8
号
　
　
発
行
／
若
狭
町
議
会
 広
報
特
別
委
員
会
　
　
〒
919-1393　

福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
中
央
1-1　

TEL.0770-45-9117

分
か
か
り
ま
す
。

４
万
５
千
分
の
思

い
が
北
朝
鮮
に
届

き
、
一
日
で
も

早
く
家
族
が
再

会
で
き
る
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

（
広
報
委
員
長

　
     

小
堀
友
廣
）

黒古かず子さんに感謝状を手渡す森下町長
後方　宮内さん、山下さん、池田会長

自動車道工事現場視察 町自衛消防隊三方地域操法指導会

抜　穂　式


